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毎月15日は「道民交通安全の日」

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
２
０
１
２�

�

交
通
安
全
道
民
総
決
起
大
会

９
月
20
日
午
後
０
時
15
分
か
ら
、
札
幌
市
の
「
か
で
る
ホ

ー
ル
」
で
、
関
係
機
関
・
団
体
か
ら
約
５
０
０
名
が
参
加
し

て
２
０
１
２
交
通
安
全
道
民
総
決
起
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
特
に
交
通
事
故
多
発
期
間
に
重
点
事
項
を

定
め
、
全
国
一
斉
に
取
り
組
み
、
交
通
安
全
を
広
く
呼
び
か

け
る
運
動
で
、
今
年
は
９
月
21
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
行
わ

れ
る
「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
の
効
果
を
上
げ
る
た
め

に
前
日
に
実
施
さ
れ
た
総
決
起
大
会
で
す
。

交
通
事
故
犠
牲
者
に
対
す
る
黙
祷
の
後
、
主
催
者
を
代
表

し
て
、
多
田
健
一
郎
道
副
知
事
、
園
田
一
裕
道
警
本
部
長
、

南
山
英
雄
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会
会
長
か
ら
「
本
年
に
つ

い
て
も
昨
年
同
様
、
全
事
故
死
者
数
の
約
半
数
を
高
齢
者
が

占
め
て
お
り
、
極
め
て
憂
慮
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
の
で
高
齢

者
や
自
転
車
な
ど
の
交
通
事
故
防
止
を
主
眼
に
お
い
て
開
催

し
た
」
旨
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
佐
藤
英
道
道
議
会
環
境
生
活
委
員
長
か

ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
講
談
師
の
神
田
山
陽
さ

ん
に
よ
る
「
講
談
師 

見
て
き
た
よ
う
な 

交
通
史
」
と
題
し

た
講
話
を
皮
切
り
に
、
石
狩
市
市
民
生
活
部
市
民
生
活
課
の

大
浦
正
美
様
か
ら
「
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
対
策
に
つ
い

て
」・
札
幌
市
地
域
振
興
部
区
政
課
の
吉
成
真
吾
様
か
ら
「
自

転
車
の
安
全
利
用
啓
発
に
つ
い
て
」・
共
通
運
送
株
式
会
社

の
土
田
革
様
か
ら
「
デ
イ
・
ラ
イ
ト
運
動
の
啓
発
に
つ
い

て
」
そ
れ
ぞ
れ
活
動
事
例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
北
海
道
警
察
音
楽
隊
に
よ
り
ま
す
寸
劇
を
交
え
た

演
奏
の
後
、
月
寒
運
輸
株
式
会
社
の
保
科
哲
也
さ
ん
が
交
通

安
全
宣
言
を
行
い
、
ド
ラ
イ
バ
ー
・
自
転
車
・
歩
行
者
の
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
し
っ
か
り
守
り
、

社
会
の
一
員
と
し
て
責
任
あ
る
行
動
を
実
践
す
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。
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高
齢
者
交
通
事
故
防
止
講
習
会

８
月
29

日
、
苫
小

牧
市
川
沿

町
総
合
福

祉
会
館
で
、

苫
小
牧
市

を
始
め
と

し
て
関
係

機
関
・
団

体
の
協
力

の
も
と
、

高
齢
者
交

通
事
故
防

止
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
道
内
で
平
成
22
年
に
高
齢
者

の
交
通
死
亡
事
故
が
多
発
し
た
市
町
村
に
お
い

て
、
平
成
23
年
度
か
ら
開
催
し
て
い
る
も
の
で

す
。当

日
は
約
50
人
の
参
加
者
が
、
苫
小
牧
警
察

署
の
交
通
課
企
画
係
長
の
講
話
の
後
、
高
齢
者

疑
似
体
験
装
置
の
「
う
ら
し
ま
太
郎
」
等
を
着

用
し
、
身
体
能
力
の
低
下
に
よ
っ
て
、
周
囲
の

音
が
聞
こ
え
な
い
、
危
険
を
察
知
し
て
も
す
ぐ

に
は
動
け
な
い
等
の
高
齢
者
の
気
持
ち
を
体
験

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
歩
行
者
等

に
対
す
る
思
い
や
り
の
心
を
も
っ
た
運
転
を
呼

び
か
け
て
安
全
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

交
通
安
全
講
習
会

８
月
20
日
、
札
幌
自
由
の
森
幼
稚
園
で
幼
稚

園
バ
ス
の
ド
ラ
イ
バ
ー
や
事
務
職
員
を
対
象
に

交
通
安
全
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
講
習
で

は
、
ド
ラ
イ
バ

ー
と
し
て
の
自

覚
と
責
任
を
持

ち
、
日
頃
か
ら

の
健
康
管
理
や

車
両
の
点
検
整

備
を
徹
底
し
、

安
全
運
転
に
努

め
る
こ
と
を
参

加
者
全
員
で
誓

い
合
い
ま
し
た
。

交
通
死
亡
事
故
多
発
に
伴
う�

�

緊
急
街
頭
啓
発

６
月
６
日
か
ら
６
月
８
日
ま
で
の
３
日
間
、

み
ず
ほ
銀
行
札
幌
支
店
北
側
歩
道
前
や
札
幌
駅

南
口
広
場
で
交
通
死
亡
事
故
多
発
に
伴
う
緊
急

街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
緊
急
啓
発
は
、
５
月
末
現
在
で
交
通
事

故
死
者
数
が

前
年
同
期
比

21
人
増
と
大

変
憂
慮
す
べ

き
状
況
で
あ

り
、
ま
た
こ

れ
か
ら
本
格

的
な
観
光
・

行
楽
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
交

通
量
の
増
加

や
速
度
上
昇

に
よ
る
交
通

事
故
の
多
発
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
札
幌

市
民
を
始
め
道
民
一
人
ひ
と
り
に
交
通
安
全
意

識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
し

た
。夏

の
交
通
安
全
運
動�
�

セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル

７
月
19

日
、
札
幌

ト
ラ
ッ
ク

ス
テ
ー
シ

ョ
ン
で
約

１
０
０
名

の
参
加
の

も
と
、
街

頭
啓
発
を

実
施
し
ま

し
た
。

こ
の
啓

発
は
、
夏

の
交
通
安
全
運
動
の
初
日
行
事
と
し
て
、
道
民

に
広
く
呼
び
か
け
、
道
民
一
人
ひ
と
り
が
安
全

運
転
を
実
践
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
街
頭
で
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
呼
び
か
け

や
、
長
距
離
運
転
が
多
い
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
等

へ
の
居
眠
り
防
止
グ
ッ
ズ
等
を
配
布
す
る
な
ど
、

事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

無
事
故
の
日
の
街
頭
啓
発

６
月
25
日
花
川
北
中
学
校
前
交
差
点
で
、
石

狩
市
花
川
北
交
通
安
全
母
の
会
が
主
催
と
な
っ

て
、
各
町
内
会
と
「
無
事
故
の
日
」
街
頭
啓
発

を
実
施
し

ま
し
た
。

こ
の
日

は
６（
無
）

月
25
（
事

故
）
日
と

重
ね
合
わ

せ
、
悲
惨

な
交
通
事

故
を
無
く

す
た
め
、

全
道
的
活

動
と
し
て

定
着
し
て
お
り
、
各
地
で
様
々
な
活
動
を
し
て
無

事
故
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
交
通
遭
難
者
慰
霊・�

�

交
通
安
全
祈
願
式

６
月
28
日
、
滝
川
市
南
滝
の
川
東
公
園
に
お

い
て
、
北
海
道
交
通
遭
難
者
慰
霊
・
交
通
安
全

祈
願
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

黙
祷
の
後
、
道
交
通
安
全
遭
難
者
慰
霊
・
交

通
安
全
祈
願
像
護
持
協
賛
会
川
島
慎
之
輔
会
長

の
挨
拶
の
後
、
参
列
者
全
員
が
献
花
し
、
交
通

事
故
で
遭
難
さ
れ
た
方
々
を
慰
霊
し
、
交
通
事

故
防
止
と
交
通
安
全
を
誓
い
ま
し
た
。

第
10
回
全
道
老
人
ク
ラ
ブ�

�

交
通
安
全
推
進
大
会

６
月
29
日
、
石
狩
市
花
川
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
第
10
回
全
道
老
人
ク
ラ
ブ
交
通
安

全
推
進
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

車にも　乗せようマナーと　思いやり
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は
じ
め

に
、
交
通

事
故
に
よ

っ
て
失
わ

れ
た
尊
い

命
に
対
し

て
黙
祷
を

捧
げ
た
後
、

道
老
人
ク

ラ
ブ
連
合

会
神
野
修

会
長
が

「
高
齢
者

の
交
通
事
故
防
止
の
た
め
に
、
関
係
機
関
と
の

緊
密
な
連
携
、
思
い
や
り
の
あ
る
交
通
マ
ナ
ー

の
実
践
・
普
及
に
努
め
て
い
く
」
と
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
来
賓
の
方
々
の
祝
辞
、
市
町
村
老

連
か
ら
の
活
動
事
例
発
表
、
午
後
か
ら
は
、
北

海
道
警
察
に
よ
る
「
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

に
つ
い
て
」
講
演
が
あ
り
、
大
会
宣
言
・
来
年

度
大
会
開
催
地
の
北
見
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
か
ら
の
報
告
が
あ
り
、
閉
会
し
ま
し
た
。

赤
レ
ン
ガ
走
友
会�

�

「
第
25
回
１
０
０
キ
ロ
駅
伝
」

７
月
29
日
６
時
30
分
、
赤
レ
ン
ガ
走
友
会
は
、

ホ
テ
ル
ニ
セ
コ
ア
ル
ペ
ン
前
を
出
発
し
て
、
羊

蹄
山
北
回
り
コ
ー
ス
を
、
交
通
安
全
ゼ
ッ
ケ
ン

を
着
用
し
、
道
庁
赤
レ
ン
ガ
庁
舎
前
ま
で
の

１
０
０
キ
ロ
を
駅
伝
で
完
走
し
ま
し
た
。

途
中
、
中
山
峠
で
交
通
安
全
の
啓
発
活
動
を

実
施
し
、
観
光
客
な
ど
に
早
め
の
休
憩
と
ス
ピ

ー
ド
ダ
ウ

ン
を
訴
え

ま
し
た
。

赤
レ
ン

ガ
走
友
会

は
道
職
員

の
ラ
ン
ニ

ン
グ
愛
好

会
で
昭
和

63
年
に
実

施
さ
れ
た

赤
レ
ン
ガ

１
０
０
年

祭
り
を
記
念
し
て
結
成
さ
れ
、「
１
０
０
年
間

継
続
」
を
目
指
し
始
め
ら
れ
た
１
０
０
キ
ロ
駅

伝
も
、
今
年
で
25
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

バ
イ
ク
の
日
街
頭
啓
発

８
月
10

日
、
小
樽

市
の
フ
ェ

リ
ー
タ
ー

ミ
ナ
ル
で

小
樽
市
を

始
め
と
し

て
、
関
係

機
関
・
団

体
と
連
携

し
な
が
ら
、

８
月
19
日

の
「
バ
イ

ク
の
日
」
の
啓
発
と
し
て
本
州
か
ら
来
道
す
る

二
輪
車
を
対
象
に
街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま
し
た
。

来
道
し
た
ラ
イ
ダ
ー
に
三
角
フ
ラ
ッ
グ
や
ウ

ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
を
配
布
し
、
疲
れ
や
眠

気
を
感
じ
た
ら
休
憩
を
取
る
よ
う
安
全
運
転
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

バ
イ
ク
に
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ�
�

ｉ
ｎ
さ
っ
ぽ
ろ

７
月
８
日
、
道
庁
赤
レ
ン
ガ
庁
舎
前
で
、
北

海
道
二
輪
車
協
会
が
主
体
と
な
り
、
交
通
安
全

啓
発
パ
レ
ー
ド
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
道
内
で
も
二
輪
車
利
用

者
に
よ
る
交
通
事
故
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
１
件
で
も
交
通
事
故
を
減
ら
す
こ
と

を
目
的
に
、
二
輪
車
利
用
者
約
１
２
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
に
先
立
ち
出
発
式
を
行
い
、
白
バ

イ
隊
に
よ
る
安
全
運
転
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス
、
パ
レ
ー
ド
隊
長
の
平
忠
彦
さ
ん
に
よ
る

交
通
安
全
宣
言
の
後
、
道
庁
赤
レ
ン
ガ
庁
舎
前

を
出
発
し
、
札
幌
市
内
を
パ
レ
ー
ド
し
、
交
通

安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

サ
イ
ク
ル
セ
ー
フ
テ
ィ�

�

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

毎
月
第
１
・
第
３
金
曜
日
の
「
自
転
車
安
全

日
」
に
、
札
幌
市
内
各
地
で
啓
発
活
動
を
実
施

し
ま
し
た
。

特
に
買
い
物
客
に
は
、
ハ
ン
ド
ル
に
荷
物
を

か
け
る
こ
と
の
禁
止
、
子
供
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

利
用
促
進
及
び
リ
フ
レ
ク
タ
ー
の
取
り
付
け
等

を
実
施
し
自
転
車
の
安
全
利
用
を
訴
え
ま
し
た
。

・
６
月
１
日　

琴
似
ダ
イ
エ
ー
前
交
差
点

・
６
月
15
日　

ア
リ
オ
札
幌
前

・
７
月
６
日　

地
下
鉄
澄
川
駅
前
広
場

・
７
月
20
日　

札
幌
駅
北
口

・
８
月
３
日　

地
下
鉄
白
石
駅
前
交
差
点

・
８
月
17
日　

北
海
き
た
え
ー
る

・
９
月
７
日　

厚
別
警
察
署
前

の〜んびり　いこうや　北海道
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イ
オ
ン
の
自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ�

�

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

７
月
28

日
、
イ
オ

ン
手
稲
山

口
店
で
、

「
イ
オ
ン

の
自
転
車

マ
ナ
ー
ア

ッ
プ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ

ル
」
が
開

催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
事

業
は
、
交

通
関
係
機
関
・
団
体
と
イ
オ
ン
北
海
道
（
株
）
が

連
携
し
て
、
イ
オ
ン
北
海
道
各
店
舗
を
活
用
し
自

転
車
教
室
や
交
通
安
全
啓
発
活
動
を
実
施
す
る

事
業
で
す
。

３
月
24
日
の
札
幌
桑
園
店
か
ら
始
ま
り
、
７

月
29
日
の
札
幌
発
寒
店
の
全
道
18
カ
所
で
実
施

さ
れ
、
多
く
の
子
供
や
そ
の
親
に
自
転
車
シ
ュ

ミ
レ
ー
タ
に
よ
る
正
し
い
乗
り
方
を
指
導
す
る

と
と
も
に
、
子
供
免
許
証
を
交
付
す
る
な
ど
、

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
日
数
表
彰
式

■
奥
尻
町

６
月
21
日
、
奥
尻
町
で
、
平
成
13
年
７
月
１

日
か
ら
始
ま
っ
た
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
日
数
が
平

成
24
年
６
月
13
日
で
４
、０
０
０
日
を
達
成
し

た
こ
と
を
祝
し
、
表
彰
状
と
楯
の
贈
呈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、

檜
山
振
興

局
長
の
ほ

か
２
名
が

同
席
の
も

と
、
新
村

町
長
（
奥

尻
町
交
通

安
全
推
進

委
員
会
会

長
）
に
表

彰
状
及
び

盾
の
贈
呈

を
行
い
ま

し
た
。

自転車も　安全速度と　気配りを

地域交通安全実践活動ニュース
交通安全ポスターコンクールによる啓発活動

後志地区交通安全推進協議会

当協議会では、後志地区の小・中学生を対象に毎年交通
安全ポスターコンクールを開催し、小・中学生が交通事故
に対する意織を高め、交通事故防止を図ることを目的とし
て実施しております。

募集期間は、９月初旬まで募集し、中旬には有識者及び
関係機関に審査員を依頼、小・中学生毎、最優秀１点・優
秀３点・佳作７点を選出します。

入賞者は、10月中旬当協議会が主催する「交通安全セミ
ナー」の席上において、表彰しております。

また、最優秀に選出された作品は、「秋の輸送繁忙期の交
通安全連動」及び翌年度の「春の行楽期の交通安全運動」
のチラシに掲載され交通安全事故防止意識の高揚を図って
います。

入賞された作品20点は、道民ホールや管内各推進委員会
に貸出、交通安全「検証パネル」と共に展示会を開催し、地
域の方々の交通安全意識の高揚を図っています。

【寄付金】
■寄付（５口）� 敬称略

住　所 寄　付　者　名 金額（円）

6月
札幌市 植　村　泰　也   1,000 

石狩市 中　村　照　男   5,000 

7月
札幌市 植　村　泰　也   1,000 

札幌市 小　林　妙　子 10,000 

8月 札幌市 植　村　泰　也   1,000 

■募金（6口）� 敬称略
住　所 団　　体　　名 金額（円）

7月

函館市 函館カスタムカー愛好会     8,269 

栗山町 社団法人札幌地区トラック協会
南空知支部 121,629 

札幌市 株式会社アペックス     9,633 

8月

寿都町 ライダーズミーティング
in寿都実行委員会   63,000 

函館市 函館カスタムカー愛好会   13,586 

紋別市 紋別市交通安全運動
推進協議会   16,395 

【一般募金】
■箱募金（2口）� 敬称略

団　　体　　名 金額（円）

7月 鹿追交通少年団 47,087 

8月 森地区交通安全協会連合会   6,875 

交通遺児に愛の手を!
ご協力ありがとうございました。
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ヘッドホン　危険の合図　聞き逃す

鹿
部
町
は
、
渡
島
半
島
の
東
部
に
位
置

し
、
秀
麗
駒
ヶ
岳
を
背
に
洋
々
た
る
太
平

洋
に
面
し
た
噴
火
湾
の
出
入
り
口
に
あ
る

気
候
温
暖
で
全
国
で
も
数
少
な
い
間
歇
泉

の
あ
る
町
で
す
。
間
歇
泉
付
近
は
、
体
験

型
公
園
と
し
て
家
族
で
楽
し
め
る
場
所
と

な
っ
て
お
り
、
恵
ま
れ
た
温
泉
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
プ
ー
ル
や
施
設
の
床
暖
房
、
花
き
栽

培
や
サ
ケ
ふ
化
場
、
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン

グ
等
に
活
用
し
て
お
り
ま
す
。

鹿
部
町
で
は
、
平
成
16
年
か
ら
続
い
て

い
た
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
の
日
が
平
成
23
年

６
月
に
２
、７
１
１
日
で
途
絶
え
、
そ
の

後
、
10
月
に
は
新
た
に
交
通
死
亡
事
故
が

１
件
発
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
交
通
安
全
推
進
委
員
会

を
は
じ
め
と
し
た
関
係
者
を
招
集
し
、
事

故
の
状
況
説
明
や
今
後
の
安
全
対
策
を
話

し
合
う
『
緊
急
交
通
安
全
対
策
会
議
』
を

開
催
し
、
よ
り
一
層
の
交
通
安
全
意
識
の

向
上
を
図
り
ま
し
た
。

期
別
運
動
及
び
町
民
総
ぐ
る
み�

�

旗
の
波
運
動
等

各
期
別
の
交
通
安
全
運
動
で
は
、
広
報

車
に
よ
る
啓
発
や
全
家
庭
に
設
置
さ
れ
て

い
る
防
災
行
政
無
線
で
交
通
安
全
の
呼
び

か
け
を
行
う
ほ
か
、
春
、
夏
に
行
わ
れ
る

交
通
安
全
運
動
期
間
中
は
町
内
数
ケ
所
に

お
い
て
、
登
校
時
の
児
童
生
徒
等
の
交
通

安
全
指
導
を
中
心
に
推
進
委
員
会
、
指
導

員
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
等
で
街
頭
啓
発

を
行
い
ま
す
。
秋
、
冬
に
行
わ
れ
る
交
通

安
全
運
動
期
間
中
は
、
役
場
庁
舎
前
の
国

道
に
お
い
て
、
指
導
員
会
が
メ
イ
ン
と
な

り
薄
暮
時
の
街
頭
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
安
全
運
転
管
理
者
協
会
員
の
事

業
所
前
数
ケ
所
で
も
同
時
刻
に
街
頭
啓
発

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

秋
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
に
は
、

『
町
民
総
ぐ
る
み
旗
の
波
運
動
』
と
し
て

町
民
３
５
０
人
が
交
通
安
全
旗
を
持
ち
町

内
主
要
道
路
脇
に
立
ち
、
通
行
中
の
ド
ラ

イ
バ
ー
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
す
。

又
、
後
日
、
役
場
庁
舎
前
の
国
道
に
て
、

走
行
中
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ

ン
等
を
促
す
交
通
安
全
啓
発
物
品
を
配
布

す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

幼
稚
園
で
の�

�

交
通
安
全
青
空
教
室

鹿
部
町
で
は
、
春
と
秋
の
年
２
回
、
幼

稚
園
に
お
い
て
、
交
通
安
全
協
会
と
交
通

安
全
指
導
員
会
の
協
力
を
い
た
だ
き
交
通

安
全
青
空

教
室
を
実

施
し
て
い

ま
す
。
教

室
で
は
、

飛
び
出
し

に
注
意
す

る
紙
芝
居

や
横
断
歩

道
の
渡
り

方
、
保
護
者
を
対
象
に
し
た
交
通
安
全
の

講
演
等
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
又
、
最

後
に
は
所
轄
の
森
警
察
署
の
ご
協
力
に
よ

り
パ
ト
カ
ー
へ
の
試
乗
等
、
園
児
は
楽
し

み
な
が
ら
交
通
安
全
に
つ
い
て
の
知
識
を

深
め
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
交
通
安
全
事
業
の
展
開

昨
年
度
、
２
件
の
交
通
死
亡
事
故
が
発

生
し
、
う
ち
１
件
は
夜
間
に
高
齢
者
が
関

係
す
る
事
故
で
あ
っ
た
た
め
、
森
警
察
署

や
渡
島
総
合
振
興
局
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
高
齢
者
向
け
の
反
射
材
シ
ー
ル
や
キ

ー
ホ
ル
ダ
ー
を
配
布
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
こ
の
反
射
材
を
よ
り
多
く

の
高
齢
者
に
知
っ
て
活
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
75
歳
以
上
の
在
宅
高
齢
者
全
員
に

腕
に
巻
き
つ
く
タ
イ
プ
の
反
射
材
を
配
布

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
又
、
商
工
会
に

も
反
射
材
普
及
の
協
力
を
依
頼
し
、
同
型

の
反
射
材
を
各
商
店
に
配
備
し
、
夜
に
来

店
し
た
高
齢
者
の
お
客
さ
ん
に
無
料
で
配

布
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
協
力
で
町
内
に
お
い

て
普
段
危
な
い
と
思
わ
れ
る
場
所
を
チ
ェ

ッ
ク
し
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
た
『
高
齢
者

安
全
マ
ッ
プ
』
を
作
成
し
、
反
射
材
配
布

時
に
同
封
す
る
こ
と
で
高
齢
者
が
事
前
の

危
機
回
避
に
役
立
て
、
交
通
事
故
の
撲
滅

を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

鹿
部
町

（
渡
島
総
合
振
興
局
）

①

地
域
で
進
め
る
交
通
安
全
運
動

トラ？も参加した街頭啓発

指導員と横断歩道の渡り方の勉強 町民総ぐるみ交通安全旗の波運動
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夕
張
市
は
、
空
知
総
合
振
興
局
管
内
の

南
東
部
に
位
置
し
、
東
西
に
２
４
・８
９
㎞
、

南
北
に
３
４
・
７
１
㎞
、
総
面
積
は

７
６
３
・２
０
平
方
㎞
を
有
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
92
％
は
林
野
で
占
め
ら

れ
て
お
り
、
夕
張
川
及
び
そ
の
支
流
が
市

内
の
ほ
ぼ
中
央
を
貫
流
す
る
流
域
に
沿
っ

て
Ｙ
の
字
型
に
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
る

山
間
の
マ
チ
で
あ
り
ま
す
。

平
成
23
年
度
末
の
人
口
は
１
０
、４
７
１

人
（
住
民
基
本
台
帳
人
口
）
で
あ
り
、
全

国
で
３
番
目
に
人
口
の
少
な
い
市
と
な
っ

て
い
ま
す
。

現
在
、
法
に
定
め
る
全
国
唯
一
の
『
財

政
再
生
団
体
』
と
し
て
、
財
政
の
健
全
化

と
地
域
の
再
生
と
い
う
二
つ
の
大
き
な
課

題
に
、
昨
年
初
当
選
を
果
た
し
た
全
国
一

若
い
市
長
の
も
と
、
市
民
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
る
状
況
で
す
。

本
市
に
関
す
る
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
、
昨

年
の
『
道
の
駅
』
の
開
設
や
道
東
道
『
夕

張
〜
占
冠
』
間
開
通
な
ど
が
あ
り
、
ま
た

日
本
有
数
の
貯
水
量
と
な
る
『
シ
ュ
ー
パ

ロ
ダ
ム
』
の
完
成
も
間
近
に
控
え
て
お
り

ま
す
。

今
後
と
も
こ
う
し
た
話
題
を
含
め
、
地

域
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
『
夕
張
メ
ロ
ン
』
や

『
豊
か
な
自
然
』、『
炭
鉱
遺
産
』
と
い
っ
た

夕
張
が
持
っ
て
い
る
財
産
を
フ
ル
に
活
用

し
、
企
業
誘
致
や
観
光
客
の
取
り
込
み
な

ど
交
流
人
口
の
増
加
に
向
け
た
活
動
を
通

し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

事
故
防
止
の
啓
発
活
動

夕
張
市
の
交
通
安
全
活
動
は
、『
夕
張

市
交
通
安
全
市
民
運
動
推
進
委
員
会
』
や

『
夕
張
交
通
安
全
協
会
』、『
夕
張
市
交
通

安
全
指
導
員
の
会
』
等
の
各
団
体
が
、
夕

張
警
察
署
と
密
接
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

事
故
防
止
の
啓
発
活
動
を
中
心
に
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

南
北
に
細
長
い
市
の
地
形
特
性
か
ら
、

各
団
体
の
支
部
単
位
で
地
域
に
根
差
し
た

活
動
を
実
践
し
て
お
り
、
地
域
ご
と
に
沿

道
に
交
通
安
全
旗
を
通
年
で
掲
げ
、
通
行

す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
や
市
民
へ
の
注
意
を
促

す
ほ
か
、
毎
朝
、
児
童
生
徒
を
中
心
と
し

た
交
通
安
全
指
導
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
春
・
夏
・
秋
・
冬
の
各
交
通
安

全
運
動
期
間
に
あ
わ
せ
、
セ
ー
フ
テ
ィ
コ

ー
ル
や
旗
の
波
運
動
の
ほ
か
、
パ
ト
ラ
イ

ト
運
動
等
全
市
を
通
し
た
活
動
に
よ
り
、

市
内
全
域
で
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に

も
努
め
て
い
ま
す
。

最
近
の
新
し
い
動
き
と
し
て
は
、
交
通

安
全
啓
発
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
会
開
催
や
、

啓
発
用
ソ
フ
ト
の
貸
し
出
し
事
業
、
高
齢

者
入
所
施
設
に
お
け
る
交
通
安
全
教
室
の

開
催
、
さ
ら
に
自
転
車
反
射
材
の
配
布
も

実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

本
市
は
、
平
成
23
年
度
よ
り
小
学
校
・

中
学
校
と
も
各
１
校
と
な
り
、
通
学
に
路

線
バ
ス
を
使
用
す
る
児
童
生
徒
が
急
増
し

ま
し
た
。

行
政
側
も
通
学
時
の
交
通
事
故
防
止
に

は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
お
り
ま
す
が
、

や
は
り
女
性
指
導
員
や
地
域
の
〝
見
守
り

隊
〟
等
の
住
民
が
中
心
と
な
っ
て
、
バ
ス

乗
降
時
、
バ
ス
停
ま
で
の
徒
歩
経
路
な
ど

の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
に
目
を
配
る
こ
と

に
よ
り
、
安
心
し
た
通
学
体
制
が
維
持
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。交

通
事
故
死
ゼ
ロ
の
継
続
へ

本
市
は
、
本
年
４
月
３
日
に
交
通
事
故

死
ゼ
ロ
５
０
０
日
を
達
成
し
、
現
在
も
な

お
そ
の
記
録
を
更
新
中
で
あ
り
ま
す
。

（
８
月
14
日
現
在
）

交
通
安
全
意
識
の
醸
成
は
一
朝
一
夕
に

な
る
も
の
で
は
な
く
、
地
域
の
交
通
安
全

の
た
め
に
何
十
年
と
そ
の
活
動
を
続
け
て

き
た
方
々
の
継
続
し
た
働
き
に
よ
る
も
の

が
非
常
に
大
き
い
と
考
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
夕
張
市
民
全
体
で
交
通
安

全
の
取
り
組
み
を
推
進
し
、
安
全
安
心
な

マ
チ
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

ストップ・ザ・交通事故死　〜めざせ　安全で安心な北海道〜

夕
張
市

（
空
知
総
合
振
興
局
）

②

地
域
の
取
り
組
み
に
よ
り�

�

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
へ
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も
う
少
し「
思
い
や
り
」や

「
ゆ
と
り
あ
る
運
転
」を

最
近
車
を
運
転
し
て
い
て
色
々
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

先
日
市
街
地
を
走
行
し
て
い
る
と
、
一
時
停
止
標
識
の
あ
る
交
差

点
で
右
側
か
ら
来
た
車
が
止
ま
る
か
な
と
思
っ
て
見
て
い
る
と
、

一
時
停
止
も
せ
ず
左
折
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
車
、
左
右
の
確

認
も
し
な
い
で
侵
入
し
ま
し
た
が
、
も
し
同
じ
走
行
車
線
を
直
進

車
が
来
て
い
た
ら
！

時
々
、
通
勤
時
、
私
の
前
方
を
走
行
す
る
の
ろ
の
ろ
運
転
の
車

に
出
会
い
ま
す
。
な
ぜ
か
車
の
運
転
手
は
走
行
中
よ
そ
見
ば
か
り

し
て
、
住
宅
の
庭
を
見
た
り
枝
道
を
見
た
り
、
後
方
の
こ
と
は
全

く
気
に
し
て
い
な
い
様
子
で
、
本
当
に
迷
惑
で
す
。
少
し
は
気
が

つ
い
て
ほ
し
い
で
す
。

特
に
、
高
齢
運
転
者
に
多
く
見
ら
れ
る
の
が
、
の
ろ
の
ろ
運
転

や
法
定
速
度
よ
り
遅
か
っ
た
り
、
ウ
イ
ン
カ
ー
も
あ
げ
ず
急
に
曲

が
っ
た
り
、
安
全
運
転
な
の
か
確
認
を
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
か

解
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
高
齢
者
特
有
の
要
因
と
し

て
「
反
射
神
経
が
衰
え
る
」「
視
野
が
狭
く
な
る
」「
動
体
視
力
の

衰
え
」「
聴
力
・
視
力
」
等
判
断
能
力
の
衰
え
か
も
知
れ
な
い
で
す

が
、
マ
イ
ペ
ー
ス
の
運
転
は
止
め
て
ほ
し
い
で
す
。

先
日
、
前
方
交
差
点
の
信
号
が
数
メ
ー
ト
ル
手
前
で
赤
に
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
、
停
車
す
べ
く
徐
行
し
て
い
る
と
前
の
車

が
そ
の
ま
ま
走
行
、（
当
然
信
号
は
赤
）
信
号
無
視
で
し
た
。

ま
た
、
前
方
信
号
が
黄
に
な
っ
た
の
で
速
度
を
落
と
す
と
、
自

車
の
右
横
を
猛
ス
ピ
ー
ド
で
追
い
抜
い
て
い
く
車
、
ケ
イ
タ
イ
に

く
わ
え
た
ば
こ
等
、
若
い
方
の
運
転
も
危
険
な
場
面
が
よ
く
見
ら

れ
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
他
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
を
見
て
自
分
は

ど
ん
な
運
転
を
し
て
い
る
の
か
、
意
識
し
な
が
ら
安
全
運
転
に
努

め
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

オホーツク地区

芦野　智実

事
故
防
止
は
意
織
を 

持
ち
続
け
る
こ
と
か
ら
！

「
意
織
改
革
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
何
年
た
っ
た

で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
時
と
し
て
時
間
を
忘
れ
て
本
（
歴
史
物
）

を
読
み
耽
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
古
い
時
代
に
も
「
意
織
改

革
」
と
言
う
言
葉
が
出
て
き
ま
す
。
こ
の
言
葉
は
い
ま
で
は
あ
ら

ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
中
で
使
わ
れ
る
言
葉
で
す
。

で
は
、
交
通
安
全
の
中
で
は
如
何
な
も
の
か
、
自
動
車
の
時
代

と
言
わ
れ
る
昨
今
、
運
転
す
る
者
、
自
転
車
を
乗
用
す
る
者
、
歩

行
す
る
者
等
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
考
え
て
行
動
（
動
作
）
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
行
動
を
起
こ
す
に
は
「
変

化
へ
の
き
っ
か
け（
動
機
）」
が
必
要
で
す
。
一
つ
で
も
交
通
事
故

を
減
ら
す
に
は
、
地
道
な
広
報
活
動
が
不
可
欠
で
あ
り
地
域
に
密

着
し
た
活
動
が
最
重
点
課
題
と
考
え
ま
す
。

各
地
区
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
推
進
委
員
会
、
関
係
機
関
等
が
日
々

事
故
防
止
活
動
に
奔
走
し
て
は
お
り
ま
す
が
、
本
年
度
は
昨
年
度

に
比
し
て
交
通
事
故
死
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
知
識
を
た
く
さ
ん
得
る
よ
り
も
、

意
識
を
高
く
持
ち
続
け
る
こ
と
が
交
通
事
故
減
少
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

私
事
で
す
が
、
こ
の
原
稿
を
主
筆
し
て
い
る
５
日
前
に
、
某
町

国
道
の
変
則
三
叉
路
に
お
い
て
、
通
過
車
輌
が
多
く
交
差
点
で
停

止
中
に
、
後
方
か
ら
追
突
さ
れ
ま
し
た
。
幸
に
、
助
手
席
に
同
乗

し
て
い
た
妻
も
怪
我
は
な
く
、
車
輌
後
部
バ
ン
パ
ー
の
破
損
で
済

み
ま
し
た
が
こ
れ
も
、
加
害
者
が
走
行
中
、
周
囲
の
状
況
を
確
認

す
る
意
織
が
足
り
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
私
は
思
い
ま
し

た
。
こ
の
事
故
に
遭
遇
し
私
自
身
も
妻
（
車
を
運
転
し
ま
す
。）
も

改
め
て
意
識
を
も
っ
て
車
輌
運
行
を
し
な
け
れ
ば
と
感
じ
た
次
第

で
す
。

「
日
に
新
た
に
、日
々
新
た
に
、ま
た
日
に
新
た
に
」（
作
者
：
不
詳
）

後志地区

武井　邦正

交通安全推進員の声
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◆ ◆ ◆ ◆ ◆
交通事故死
ゼ ロ 日 数
顕 彰
◆ ◆ ◆ ◆ ◆

　平成24年７月13日（金）千歳市民文化センターで千
歳市交通安全都市宣言50周年記念式典が、関係者ら約
200名が参加して開催されました。
　式典では、北海道警察本部音楽隊・カラーガード隊
のドリル演技、千歳市交通安全教育指導員による夜光
反射材の実験、そして市内で唯一「こぐまクラブ」を結
成している千歳青葉幼稚園の年長組42名の子どもた
ちによる「交通安全のお約束」を発表して、これからの
市民の交通安全意識の大切さを確認いたしました。

石狩地区..................................... 千歳市

　小清水町では、自転車に乗ることが多くなる季
節を前に、小清水小学校で青空交通安全教室を実
施しました。
　斜里警察署と交通安全指導員、推進員の協力の
もと、自転車の点検の仕方や安全な乗り方の指導
を受け、実際に市街地に出て道路横断などの歩行
訓練を行いました。

オホーツク地区......................... 小清水町

　十勝の観光・交通安全マップを作成し配布。この度、十勝総合
振興局（十勝地区交通安全推進協議会）において、北海道警察釧
路方面本部・管内５警察署・十勝観光連盟・帯広交通安全協会等
の協力を得て、表面には過去３年間の交通死亡事故を十勝管内
地図としてまとめました。　裏面には十勝の主な観光地の地図
とドライブコース、十勝の交通死亡事故の特徴等を載せました。
　７月20日に空港前のレンタル会社５社に配布をお願いし、そ
の後空港ロビーで上記の方々十数名と到着した200名ほどの乗
客に地図・ポケットティッシュ・おしぼり等を配布しました。

十勝地区..................................... 帯広市

　７月13日、北海道苫小牧工業高校グランドで「自
転車交通安全教室」が開催されました。
　この教室は、スケアード・ストレイド（恐怖を直視
させる）教育技法と言って、受講者の目の前でプロの
スタントマンが身体を張って交通事故を再現させる
ものです。
　全校生徒の見守る中、事故の再現が始まると、その
衝撃や怖さを目の前にし、生徒たちは迫力に歓声や
ため息を上げ事故の恐ろしさを感じ取っていました。

胆振地区.................................. 苫小牧市

７月
5000日▶初山別村

2000日▶下川町

1000日▶栗山町、せたな町

  700日▶秩父別町、福島町

  500日▶�真狩村、当麻町、

小清水町

  300日▶富良野市

８月
5500日▶陸別町

2000日▶愛別町、占冠村

  700日▶上砂川町、浜中町

  300日▶北広島市、北斗市

  200日▶小樽市	

９月
1000日▶�新冠町、上川町、

上富良野町

  700日▶赤井川村

  300日▶士別市


